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データ利活用によるUX改善
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開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

ユーザビリティテストの欠点克服のために、カメ
ラから収集したUI遷移履歴をクラウドに蓄積し、

機械学習によって分析することで、データ利活
用によるUX検証を実現する。この手法であれ

ば、取得できるデータ数も多く、再検証に費用も
不要で、常に最新の結果が分析可能となる

顧客体験価値向上のためにはUXが重要であり、
従来の開発ではユーザビリティテストによりUX
の使い勝手が検証されてきた。しかしユーザビ
リティテストは、取得できるデータ数が少なく、
評価の度に費用が必要で、時間経過と共に
データが古くなるなどの欠点が存在する。

データ利活用のUX検証
UI遷移履歴から画面の滞在時間や、設定を最後まで
完遂できかたどうかの脱落率を算出。またUI遷移履歴
を入力とすることで満足・不満を出力する機械学習分
析ツールも作成し、UXに対する行動分析を可能とした

さらにガイダンス行数や選択肢の数などから設定の脱落
率を推定する機械学習ツールも作成。これにより市場
投入前のUXに対してもユーザビリティ検証を可能にした

機械学習ツールの実現と評価

結論と今後の検討

機械学習ツールとして、結果に対する根拠が明瞭な
決定木とロジスティック回帰分析を中心に採用を検討。
さらに精度確認のためSVMとも比較を実施した。
満足・不満を出力する機械学習ツールの評価を実施。
決定木が最も分類性能に優れていると判明した。また
脱落率を推定する機械学習ツールも評価を実施。同様に
決定木が最も分類性能に優れていると判明した。また
回帰係数や決定木の構造から設定の完遂が満足に、
ガイド行数が不満や脱落に繋がっていると判明した

一定の精度が出ており、機械学習を利用することでデー
タ利活用によるUX検証が可能だと判明した

データ数の増加により、さらなる精度向上
説明変数の項目追加
プライバシー問題など実運用への課題検討
を実施していく

満足・不満を推定する機械学習ツール評価
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